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ルｰマニアの金属鉱物資源

神谷雅晴1〕

和制による民主主義国家の成立とともに市場経済

はじめに

へと移行した.

ルｰマニアは東ヨｰロッパの東端に位置し,北はルｰマニアの鉱業は社会主義政権下における生

CIS諸国,西はハンガリｰとセルビアに,南はブル産至上主義を経て,1990年以降の市場経済への移

ガリアにそれぞれ境されている.行に伴って,その再編成が行われつつある.したが

地形的にはアルプス山脈の東延長にあたるカルって,経済性の良い鉱床の開発と整備に外国資本

パチア山脈とその南から東にかけて発達する広大の導入をすすめつつ活性化をはかっている.

なドナウ平原(ルｰマニア平原)によって構成されルｰマニアの鉱物資源はほかのアルプス期の造

る.その南東部は黒海に面し,ドナウ川とプルｰト山帯地域と同様に多種多様であるが,世界的レベ

川がつくる三角州から成る.ルでの高品位･大規模鉱床に乏しく,また既存鉱

ルｰマニアの歴史は紀元前1世紀のダキア王国床の鉱量枯渇も甚だしいため,内外の価格差が著

の樹立に始まるとされ,以後,2世紀頃からロｰマしく､政府の大きな財政負担の一因ともなってい

帝国の属州となり,ダキア人とロｰマ人との混血がる.このような背景から,ほとんどの金属鉱物資源

進み,現在のルｰマニア人の原型が出来上がったの生産量は著しい減少を示している(第1表).

といわれる､14世紀にはワラキア･モルグヴィア公

国の樹立とオスマン帝国の進入･支配を経て,

て､地質の概要

1877年の対トルコ開戦を契機として独立を果たし

た.ルｰマニアは第1図に示したように,ロシァプラ

共産党主導国家は1946年に成立し,同66年かツトフオｰムとロｰドｰブ,パノニア両マッシブとの

らはチャウシェスク政権が発足,24年にわたる独間に発達したカルパチアｰバルカン造山帯とによっ

裁は89年12月の革命により崩壊した.その後,共て特徴づけられる.カルパチアｰバルカン造山帯は

策て表ルｰマニア主要金属鉱種の生産量.

鉱種�1988�1989�1990�1991�1992�1993�1994�1995�1996�1997

金(t)�2.0�2.0�6.0�5.0�5.0�O.5�0.5�0.5�0.4�0,5

銀(t)�23,0�20.0�24.0�17,0�17.0�18.0�18.0�18.0�18.0�18.0

鋼(千t)�40.0�46.9�31.7�27.2�26.0�25.0�26.0�24.5�24.3�23.2

鉛(千t)�36.2�39.4�25.1�16.2�16.8�16.8�23.8�23.2�18.7�17.1

亜鉛(千t)�36.6�55.5�36.0�26.8�25.3�27.8�35.4�36.7�30.9�29.4

ホ㌧キサイ1(千t)�440.O�313.O�242.8�200.2�173.3�187.1�184.0�175.0�174.5�127,5

(WorldBureauofMetalStat…stics,1998による)

1)住鉱コンサルタント(株)､元所員:

〒160-0021東京都新宿区歌舞伎町2･16-9.

キｰワｰド:ルｰマニア.鉱床生成区,金属鉱床,鉱物資源
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アルプス造山帯の東延長にあたり,北東へ大きくせ

りだした逆S字型の構造を示し,その東延長は黒海

南部のポンチド帯へとつながる.その地質は第2図

に示したように,原生界を主とするドブルｰジャ地

域(黒海)と結晶片岩類を基盤とし中生代～新生代

の火山一堆積岩類によって特徴づけられるカルパ

チア･アプセニ地域,それらをおおい広大な拡がり

を示す後期新生代～第四紀堆積物から構成され

る.

IamvicandBorcos(1982)はルｰマニアの地質

構造を大きくカルパチア造山帯とカルパチア前陸

(プラットフォｰム)とに区分した.カルパチア造山

帯はさらに東カルパチア,南カルパチア,アプセニ
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第1図

アルプス変動帯の概要図(市川,

1983).→:衝上断層の運動方

向.㎜:先アルプス期結晶基盤の

露出域(アルプス変成を受けた

もの).AM:アドリアマッシブ.

PB:パノニァブロック.RM:ロｰ

ドｰプマツシフ.

山地,前陸盆地およびトランシルバニア凹地,パノ

ニァ凹地に細分される.

2.鉱床

鉱床はカルパチア前陸中の先カンブリア紀の層

状銅,鉛･亜鉛鉱床と第四紀砂チタン･鉄鉱床お

よびカルパチア造山帯中のアルプス期の火成活動

に関連する金･銀,銅,鉛･亜鉛鉱床とによって代

表される.そのほか,鉄,マンガン,ウラン鉱床や岩

塩などの蒸発岩鉱床なども賦存するが,資源経済

的には中生代末から新第三紀にかけての火山～深

成活動に伴う金･銀,銅,鉛･亜鉛鉱床が重要で
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ある.ルｰマニアの鉱床区と主な鉱物資源は第3

区および第2表にまとめられている.

て)金･銀鉱床

ほとんどの金･銀鉱床アルプス期(後期中生代

一新生代)特に,セノニアン(白亜紀後期)以後の

火成活動に伴って生成している.そのうち,主要な

鉱床生成域としてアプセニ山地鉱床区および東カ

ルパチア鉱床区をあげることができる.これらはい

ずれも新第三紀の火山･深成活動と密接に関連

し,多数の鋼あるいは鉛･亜鉛鉱床を伴っている.

(て)グチイ山地の金･銀鉱床

この地域は東カルパチア鉱床区の北西に位置

し,14世紀頃より盛大に開発され,現在30以上の

中～浅熱水性の脈状～網状鉱床が知られている.

それらは金･銀を主とし,鉛･亜鉛あるいは鋼を随

伴する鉱床である(Lang,1979).

そのうちで,比較的規模の大きい鉱床としてはバ

イア･スブリエ(BaiaSprie),ニストル(Nistru),サ

ザｰル(Sasar),ヴァリア･ロシェ(VareaRosie),

スイオル(Suior)などがある.1970年代の後半にお

ける稼行実績平均品位は2-5ppmAu,2-3%Pb,

2-4%Zn,<1%Cuといわれる(Lang,1979).

バイア･スプリエ(BaiaSprie)鉱床

この地域の代表的な鉱床で,最大の規模をもつ
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39北トプ'レｰジヤ鉱床区

｡品｡岬芦恥Ti第｡図

中央ドプルｰジャ鉱床区

C榊･剛43ルｰマニアの鉱

床区と主要鉱物

41畷

献プルｰジャ鉱床区資源(Popes㎝,

1∵箏簑

ている鉱脈は東西走向の安山岩岩脈と側岩との接

触部および岩脈中に生成する(第4図).最大の鉱

脈は走向延長2,400m,傾斜延長1,000m,鉱脈の

肥厚部では1幅10-20mであるが,地表から850mま

ではすでに採掘済みである.

鉱化作用には2つのタイプがある.(1)は銅一黄鉄

鉱タイプで,主脈の下部および枝脈中に認められ

る早期の鉱化作用による鉱物組み合わせを示し,

黄鉄鉱,黄銅鉱のほか赤鉄鉱,鉄重石,灰重石,

磁鉄鉱ならびに緑泥石,石英,アンケライト,重晶

石などを伴う.(2)は鉛･亜鉛一金タイプで,鉱脈の

中部から上部にかけて特徴的に現れる.黄鉄鉱,

閃亜鉛鉱,黄銅鉱,方鉛鉱,四面銅鉱,輝安鉱,

金･銀鉱,菱マンガン鉱などのほか脈石鉱物として

氷長石､方解石,重晶石,粘土鉱物を伴っている.

このように,バイア･スプリエ鉱床では鉱脈の上

部から下部に向かって,金･銀→鉛･亜鉛→鋼･黄

鉄鉱という帯状分布が明瞭であり,微量成分でも

下部でCd,As,Sb,Bi,Co,Ni,W,Ti,Vが多く,上

部でTe,Mnに富む傾向を示している(Ianovicand

�����㈩�

(2)アプセニ山地の金･銀鉱床

アプセニ山地は先カンブリア紀および古生代の

変成岩類を基盤岩として,中生代後期のオフィオラ

イト,ララマイド期およびアルプス期後期の火山一深

1998年10月号�
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第2表ルｰマニア主要鉱床一覧.

No�鉱山(鉱床〕名��鉱種�鉱床タイプ

�オクナ･スカタック�0㎝aSugatag�石垣�堆積性蒸発岩

2�_ストル�NiStru�鉛亜鉛銅�熱水性鉱脈

3�サザｰル�Sasar�金･銀�熱水性鉱脈

4�ヴァりア･ロシエ�VareaRosie�金･銀�熱水性鉱脈

5�ディｰルル･クルチイ�Dealu1Cruci1�金�熱水性鉱脈

6�バイア･スプリエ�Baia釦rie�鉛亜鉛銅�熱水性鉱脈

7�スイオｰル�Suior�金･銀､鉛･亜鉛�熱水性パイプ

8�バイウト�Baiut�鉛･亜鉛銅金･銀�熱水性鉱脈

9�フソアｰレ�RaZOare�マンガン�堆積性層状変成

王O�ノウイキオｰル�NOViCiOr�鉛･亜鉛銅�熱水性

1�ブフズナｰクセット�BIazna-Cuset�鉛･亜鉛�層準規制

12�カキカ�Cacica�石垣�堆積性蒸発岩

13�レスル･ウルスルイ�Lesulursului�鉛･亜鉛銅�熱水性

工4�オストフ･ゲメネァ�Ostra-Cemenea�重晶石鉛･亜鉛�熱水性

15�ルェタ�Lueta�鉄�堆積性

16�Tgオクナ�Tg0㎝a�石垣�堆穣性蒸発岩

17�オグネレ･マリ�0cneleMari�石垣�堆積性蒸発岩

18�バイア1デ･アフマ�BaiadeArama�銅･硫化鉄�熱水性

19�モルトヴァ･ノウァ�MordovaNoua�鉛･亜鉛銅�スカルン

20�フスチｰタ�Rusch1ta�鉛亜鉛銅�スカルン

2�デウア�Deva�銅�ホｰフイリｰ

22�サヴィルシン�Savirsin�モリブデン�熱水性鉱脈

23�ピルネスァイ�Pimesti�マンガン�堆積性層状

24�キウンガ_一カザネスァィ�Ciu㎎an1-Cazanesti�鉄�マグマ性

25�コフンダ�Coranda�鉛･亜鉛､金･銀�熱水性網状･鉱染

26�サカリム�Sacarimb�金･銀鉛･亜鉛銅�熱水性鉱脈

27�ブカレスキ･ロヴイナ�Bucures〔i-Rovina�銅･金�ホｰフイリｰ

28�ヴ〒リア･モリイｰムサリウ�Vare^lOrii一^111冊riu�銅･金�ホｰフイリｰ

29�ブフット�Brad�金･銀�熱水性

30�ズフトナ�Z1atna�金･銀�熱水性

3�ロシア�Rosia�金･銀､銅�熱水性

32�ロシア･ポイェ_�RosiaPoi㎝i�銅･金�ホｰフイリｰ

33�バキウム･タル_タ�Baci㎜Tamita�銅･金�ホｰフイリｰ

34�バイア･デ･アリエス�Baiade^r1es�金･銀鉛唖鉛銅�熱水性

35�パイタ･ピホｰル�BaitaBihor�モリブデン･銅�スカルン

36�オクナ･シピウ�0cnaSibiu�岩塩�堆積性蒸発岩

37�オクナ･ムレス�0cnaMures�岩塩�堆積性蒸発岩

38�カフス�Capus�鉄�堆積性層状

39�イウリア�Iulia�鉄鋼�スカルン

40�アルアイ/･アベ�AltinTePe�銅･硫化鉄�層準規制

41�ハフスマレ�Pa三azMare�鉄�堆積性･変成

42�St.ゲオルゲ�St.Gheorghe�鉄･チタン�堆積性(漂砂)

43�チドック�Chituc�鉄･チタン�堆積性(漂砂〕

44�フザット�Buzad�鉄･チタン�堆積性(漂砂)

45�トブレスァイ�Dobresti�ボｰキサイト�風化･残留
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第4図

バイア･スプリエ鉱床の断

面図(IanovicandBorcos,

1982).1:安山岩溶岩,2:岩

脈,3:自亜紀'堆積岩類,4:鉱

脈(鉱染部を伴う).
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第5図アプセニ山地南部の鉱床分布(Cio皿｡aefa五,1973).1:第四紀属,2:新第三紀層,3:古第三紀層,4:ヰ1生層(三畳紀を

除く),5:二畳･三畳紀層,6:結品質基盤岩類,7:新第三紀火山岩類(流紋岩一デイサイトｰ安山岩),8:ララマイド期買

人岩類(花筒砦,花嗣閃緑岩.石典閃緑岩,閃緑岩),9:ララマイド期大1⊥I岩類(安1.L1岩一流紋岩,同港縞凝灰岩

類),10:オフィオライト(中生代),11:Au-Ag,Pb-Zn,Cu-Mo(新生代火成活動に関連する鉱床),12:Cu-Mo,Cu-

Py,Cu-Ni-Co,Fe-Pb-Zn,Mo-Bi-W(ララマイド期火成活動に関連する鉱床),13:Fe-Ti-V,Cu-Py(中生代

オフィオライトに関連する鉱床).

成活動によって特徴づけられる.

鉱化作用はこれら3期の火成活動に伴って生じ,

なかでもアルプス期後期(新第三紀)には安山岩質

マグマ活動に関連して,多くの金･銀一鉛･亜鉛一

鋼･モリブデン鉱床を生じている(第5図).

サカリム(Sacarimb)鉱床

鉱床はメタリフェリ山地の南部に位置する金･

銀･テルル(鉛･亜鉛)鉱床であり､4鉱脈群;(1)

走向北東一南西のネポムック鉱脈群,(2)同じくマ

グダレｰナ鉱脈群,(3)北西一南東走向のロンジンｰ

アンチロシジン鉱脈群および(4)エルツバウ鉱脈群

から構成される.それらの鉱化作用は石英安山岩

質の中央フラグを中心に分布する(第6図).鉱化

作用は鉛･亜鉛硫化物で始まり,テルル化物および

アンチモン･砒素化合物,自然金の晶出で終了し

た.最大の鉱脈はマグダレｰナ脈で,垂直深度

400m以上が確認されている.

これらの鉱床の鉱化作用は各鉱脈群によって異

なる.すなわち,エルツバウおよびマグダレｰナｰ

カロリｰナ鉱脈群で砒化物が多く,ロンジンｰアン

チロシジン鉱脈群ではアンチモン化物が多く,テル

ル化物はネポマック鉱脈群に特徴的である.

2)銅鉱床

銅鉱床は原生代前期(カレリア期)から新第三紀

までの長い地質時代を通じて生じている.すなわ

ち,ダルスダニア期(原生代中期,11～9億年)およ

びカドミア期(原生代末～カンブリア紀前期)の火

1998年10月号�



一66一

神谷雅晴

…≡…v"}""""""vフヲジテｰタ"""""}

1'川サルコウV∵･Wウ…･}V･…川

……≡≡一.〕〕}川""･"･,グ好アｰク

__一一一}"■一}}}o}一"…■･}

一一一一一･v､･一㍑酬･""｡"｡"

議警護讐繋灸

1妻整婁1弘蔀峰1･1･1}…葦

㌣

μ

易

｡o･51km

]｣

〵�〰�

身

シ

区＼

言＼

ツ､芝､

安山岩類▲

､

"＼

4物卜

新妻一･

ミ衛堆積岩類

山･堆積性の含銅硫化鉄鉱床ならびにアルプス期

におけるスカルン,ホｰフィリｰ,鉱脈タイフの鉱床

が知られている(Popescu,1990;IanovicandBor-
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(1)層準規制鉱床

アルティン･テペ(A1utinTepe)鉱床

鉱床はルｰマニア南東部黒海沿岸地方の中央ド

ブルｰジャ鉱床生成区め北縁付近の原生代後期,

広域変成岩中に胚胎する代表的な火山･堆積性の

層準規制型含銅硫化鉄鉱床である.アルティン･テ

ペ系は高変成堆積岩および火山･深成岩類から成

る下部層群と雲母片岩･石英片岩を主とする上部

層群によって構成され,塊状･鉱染状鉱体は上部

層群中に胚胎する.

塊状鉱体はレンズ状の4鉱体から成り,いずれ

も,走向延長30-80m,厚さは3-18mを示す.鉱
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第6図

サカリム鉱床平面図

と同南部地区鉱床

の拡大断面,鉱脈

分布図(Ianovicand

�����㈩�

石は黄鉄鉱,黄銅鉱を主とし,磁鉄鉱,赤鉄鉱の

ほか,ごく少量の閃亜鉛鉱,方鉛鉱を伴う.鉱染状

鉱体は塊状鉱体の周辺部あるいはその上位に数枚

の層準にわたって生成しており,比較的連続性に

富んでいる.その鉱物組成は塊状鉱体のそれとほ

ぼ同様であるが,磁鉄鉱や赤鉄鉱に概して乏しい

(Berbeleacθf∂1､,1995).

(2)スカルン鉱床

パイタビホｰル(8aitaBihor)鉱床

鉱床はアルプス期中期(ララマイド期)のアプセ

ニ山地鉱床区のほぼ中央部に位置する典型的なス

カルン鉱床に属する.鉱化作用は三畳紀後期およ

び白亜紀前期の石灰岩やドロマイトに貫入したララ

マイド期の花商岩によってもたらされた.その接触

交代作用はざくろ石一ヘデンベルク輝石スカルンが

特徴的である.熱水期では緑簾石一アクチノ閃石お

地質ニュｰス530号�
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写真1(上)ロシア･ポイエニポｰフィリｰ鋼鉱床の備

臓,露天採掘場の規模は長径1,150m,短径

840m,総埋蔵鉱量は約10億tである.(中)同上

切羽で採掘中のロシア製重機.(下)網状の石

英一硫化物細脈･鉱染状硫化物の産状.

よび石英一絹雲母一線泥石一電気石,石英一曹長石

の交代変質ゾｰンが発達する.多くの石英一輝水

鉛鉱脈は交代変質岩の生成と密接に関連する.そ

のほかの鉱石鉱物の組み合わせ(Mo-Bi,Cu-W,

Pb-Zn,Bi)は三畳紀後期の石灰岩層中に生じて

いる.Mo-Bi鉱はジュラ紀前期の石灰質片岩を交

代した石灰質スカルン中に限って産出する.主な

鉱石鉱物は輝水鉛鉱,輝蒼鉛鉱で,テルロビスマ

タイト,灰重石,黄銅鉱,黄鉄鉱,方鉛鉱,閃亜鉛

鉱,テルル鉛鉱などを伴う.

銅一タングステン鉱化作用は石灰石スカルン中

に,キュｰバ鉱の離溶を含む黄銅鉱,灰重石.,斑

銅鉱,閃蒼鉛銅鉱,磁硫鉄鉱,磁鉄鉱を伴うもの

と,苦灰岩質スカルン中に黄銅鉱と灰重石とを伴

う鉱化帯から成る.

鉛二軍鉛鉱化作用は銅一タングステン鉱化を含辛

苦灰岩質スカルン中に生じているほか,貫入岩か

ら離れた苦灰質スカルン中には小藤石,ザイベリァ

イト,ルドウィジャイト,沸醐石などのボロン鉱物を

多量生じている.

(3)ホｰフィリｰ鉱床(Cu-Mo,Mo-Cu)

1970年代以降,カルパチアｰアプセニ地域の

調査が進むにつれ,多くの地域でホｰフィリｰ

タイプの鉱化作用が見いだされてきた(例えば,

Cio且icaandVlad,1984;αonicaef∂1.,1992).

しかしながら,鉱化帯の正確な規模,埋蔵鉱量お

よび品位についての情報はほとんど得ることがで

きない.これは公表された文献(主として学術論文

あるいは政府関係機関の報告書)が,依然としてこ

れまでの社会主義国特有の資源情報管理の慣行

を守り続けているためと思われる.

ホｰフィリｰタイプのCu-AuおよびCu-Mo/Mo

-Cu鉱床あるいはそれらの鉱化地域は10ヵ所以上

と推定される.その大半はPopecu(1992)による

｢南カルパチア鉱床区｣および｢アプセニ山地鉱床

区｣に分布しており,石英閃緑岩類が貫入した地域

に相当する.

一方,IanovicandBorcos(1982)はメタロジェ

ニｰと主要鉱床の詳細な記載とともにバナットおよ

び南アプセニ地域におけるホｰフィリｰとスカルン

鉱床に関連する石英閃緑岩類との関連性に言及

し,それらの鉱床は自亜紀後期～古第三紀と新第

三紀に分けられるとした.

ホｰフィリｰタイプのCu-AuおよびCu-Mo/Mo

-Cu鉱床の集中する南アプセニ山地一ポイアナ･

ルスカ山地一バナット山地地域のメタロジェニｰに

ついてはCiofucaandy1ad(1984)によって次のよ

うに解析されている.

すなわち,これらの地域における最初の鉱化作

用はジュラ紀前期～白亜紀前期のオフィオライトに

関連し,ソレイアイト質玄武岩に伴う銅一硫化鉄鉱

床,はんれい岩中の鉄一チタンｰバナジン鉱床およ
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写真2(上)コランダ参金属鉱床(Pb-Zn,Au-Ag)の

傭鰍.(下)同石墨化頁岩層中の石英一硫化物脈

の産状.

び火山堆積性のマンガン鉱床を生成した.それら

は主としてアプセニ山地の南部に賦存する.

白亜紀後期～始新世前期には南東側からの海洋

プレｰトの沈み込みによるカルクアルカリ岩系のマ

グマ活動によって,大陸側に2系列の貫入岩シリｰ

ズが生じた;第1系列はモンゾ閃緑岩,閃緑岩,花

商閃緑岩で,第2系列は花商閃緑岩,花開岩であ

る.第1系列の貫入岩類はブレｰ'トの沈み込み帯に

より近いゾｰンに定置し,Cu-Mo型ホｰフィリｰ鉱

床および鉄に當むスカルン鉱床を生じた.それら

の分布は北東一南西および北北東一南南西方向の

断裂構造線に支配されている.一方,第2系列の貫

入岩類はより内陸側に位置し,鉛･亜鉛およびモリ

ブデンを主としたスカルン･鉱脈鉱床を生じた.

新第三紀にはアプセニ山地南部において,安山

岩一流紋岩の活動が著しく,火山底買人岩に伴っ

てきわめて多くの金･銀(テルル),鉛･亜鉛,鋼･

モリブデン鉱床を生じた.そのうちホｰフィリｰタイ

写真3デヴァ･ホｰフィリｰ鉱床(Cu-Mo)の廃石堆積

場,デヴァ市簡地北部に近接した農地の申に積

み上げられている.

プの銅(金),銅･モリブデン鉱床は安山岩質の火

山底にしばしば見いだされている.

デヴァ(DeVa)鉱床

鉱床は地理的にポイァナ･ラスカ山地の北端にあ

るが,メタロジェニｰ上の位置はアプセニ山地鉱床

区の南部にあたり,新第三紀の火山活動に伴って

生じた金･銀,鉛･亜鉛,銅･モリブデン鉱床群中

の代表的ホｰフィリｰ鋼･モリブデン鉱床である.

鉱床周辺の火山岩類はムレス深部断裂系(北

東一南西)に関係し,2期8岩体の安山岩類から構

成される.そのうちディｰル･パイラｰ安山岩体中

に熱水変質と硫化物鉱化作用が集中している.主

要な鉱体は黒雲母一カリウム長石変質帯中に存在

する.鉱石は石英,斑銅鉱,黄銅鉱から成り,藍銅

鉱,輝水鉛鉱,磁鉄鉱,方解石,電気石を伴う.

鉱床上部は黄鉄鉱を主とし若干の方鉛鉱,閃亜鉛

鉱および金(エレクドラム)を含む.鉱化帯の中心で

は銀､鉄,ニッケル,コバルトが多いのに対し,そ

の周辺部ではモリブデン,バナジン,スカンジウム

がやや多くなる.貫入岩体の上部では銅が､一方

下部ではモリブデンに富み,両者は逆相関を示す

(IanovicandBorcds,1982).鉱床の開発はすで

に地表下600mよりさらに深くなり,採掘はほぼ終

了に近いといわれる.

3)鉛･亜鉛鉱床

ルｰマニアにおける鉛･亜鉛鉱床は原生代後期

以降の長い地質時代にわたって生じているが,重

要な鉱床は新第三紀のバイア･マレ地域およびア

地質ニュｰス530号�
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第7図

ニストル鉱床群分布図.

ブセニ,メタリフェリ地域に賦存する.このほか先

バイカル紀,カンブリア紀前期,デボン紀の層準規

制タイプの火山堆積性鉱床および先バイカル紀の

スカルン･熱水性鉱床が知られている(Mirza,

���

(て)層準規制鉱床

ブラズナ･グセット(Blazna-Guset)鉱床

東カルパチアの北部,ロドナ山脈中に賦存する.

鉱床は先バイカル紀レプラ層群の石灰岩薄層中の

レンズ状および鉱染状の層準規制型の鉱床で,石

灰岩の層理面に沿い互層状に産出する(Udubasa

θf∂五,1983).鉱石は鉄分の少ない閃亜鉛鉱,方

鉛鉱および黄鉄鉱から成り,磁硫鉄鉱,硫砒鉄鉱,

四面銅鉱のほか,やや多量の重晶石を伴う.ブラ

ズナ･グセット鉱床はその産状と鉱物組み合わせか

ら,ミシシッピｰバレｰ･タイプと考完られるが,母

岩であるレプラ層群の石灰岩やドロマイトが石英安

山岩や火山角礫岩の貫入を受けた部分およびその

周辺部では磁硫鉄鉱,黄鉄鉱,磁鉄鉱あるいは磁

硫鉄鉱を主とする鉱床やスカルンおよび熱水性交

代鉱床も見いだされ,多元的な成因の鉛･亜鉛,

鉄,硫化鉄鉱床の発達地域となっている.

(2)鉱脈鉱床

ニストル(MS桁u)鉱床地区

この地区は東カルパチアの西北端,グチイ山

地･バイア･マレ鉱床区の西に位置する.付近の地

質は中新世中～後期の輝石安山岩および堆積岩

層中の鉛･亜鉛鉱脈で,部分的に銅を伴っている.

ピアトラ･バンダル火山の構造は鉱脈の生成を規制

し,その主脈の一つであるソフィア脈は北西部に位

置し,ネポマック(Nepomuc),アントン(Anton),ド

ムニソアラ(Domnisoara)およびシンプレレ(Cim-

prele)の各脈群はその南東側にそれぞれ生成され

ている(第7図).

ニストル鉱床はすでに垂直深度700mまで採掘さ

れている.ソフィア脈群では鉱石鉱物の垂直分布

が明瞭で,鉱脈の下部になるにつれて,鋼品位が

上昇する.鉱化初期では赤鉄鉱,磁鉄鉱,黄鉄

鉱,硫砒鉄鉱,黄銅鉱(±閃亜鉛鉱)と氷長石,絹

雲母,緑泥石および石英が,中期(鉛･亜鉛期)で

は閃亜鉛鉱,ウルツ鉱,自鉄鉱,氷長石,緑泥石,

石英,粘土鉱物,重晶石,方解石が,そして最終期

には炭酸塩鉱物(±硫化物)がそれぞれ晶出した.

ネポマック鉱脈群は黄鉄鉱･黄銅鉱に富み少量

の鉛･亜鉛鉱物を伴い,概して銅が優勢であるの

に対し,ロシフ,ドムニソアラ脈群は鉛･亜鉛に富

み,微量元素として,Ag,Mn,Bi,Co,V,Ti,Sn,In

を含んでいる.シンブレレ脈群は別の火山･堆積

岩層中の北東一南西系の断層に支配されて生じて

おり,Pb-Zn-Au鉱化は水平的な帯状分布を示

し,より南東側に分布する鉱脈群では金に富む傾

向がある.
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4)鉄,鉄｡チタン鉱床

この国において,鉄鉱床の記載はきわめて多い

が,一般に鉱床の規模･品位については,西側諸

国のそれらと比較すると,かなり劣っているようで

ある.とはいうものの,原生代から新生代にかけて,

いろいろなタイプの鉄鉱床が数多く生成している.

キウンガニｰカザネスティ(Ciungani-Cazanesti)鉱床

鉱床はアプセニ山地の南部に位置し,ジュラ紀

後期～白亜紀前期のオフィオライト複合岩体中に賦

存する合バナジン･チタン磁鉄鉱鉱床である.同様

な鉱床はアルマスｰキウンガニ,ダンプラビタ

(Almas-Ciungani,Dumbrabita)においても確認

されている.

キウンガニｰカザネスティ鉱床はドレライトとはん

れい岩との境界部付近に,ほぼ層状に生成し,ラ

ラマイド期の石英閃緑岩に貫かれる.鉱体の厚さ

は最大20-30mであるが,その連続性はきわめて

良く,1,000m以上にも及んでいる.鉱石はグラフィ

ック組織のチタン磁鉄鉱一珪酸塩鉱物との連晶が

普遍的で,磁鉄鉱中ではイルメナイトの不混和ラメ

ラや黄鉄鉱の赤鉄鉱化が見られる.鉱石品位は

25%Fe程度である.

カフス(Capus)鉱床

中新世中期のマｰルと頁岩の互層から成る下部

層と石灰岩と粘土岩から成る上部層によって構成

される.鉄鉱石は魚卵状組織を示し,主として下

部層中に胚胎する.その厚さは最大10mで,北東

へ向かうにつれて厚さを減じる.鉱石は魚卵状の

針鉄鉱とマトリックスの方解石,アンケライト,菱鉄

鉱から成り,両者の比は1:2で,鉱石品位は南部

地区の鉱体で32%Feといわれる.

ルエダ(Lueta)鉱床

東カルパチア鉱床生成区ハルジタ山地には新第

三紀の火成活動に伴う鉄鉱層があり,そのうちルエ

ダ鉱床は18世紀から採掘されてきた.現在,唯一

の鉄鉱の稼行鉱山である.

鉱床は3鉄鉱層から成るが,最も重要な鉱層は

自重系をおおう中新世～鮮新世の火山一堆積岩層

下部層の細礫岩･砂岩申に駆胎する菱鉄鉱層であ

る.鉱石は礫や砂粒の間を充填する菱鉄鉱で,塊

状～レンズ状鉱体を形成する.平均の鉱層の厚さ

は4.2m,品位は16-41%Fe,32-43%Si02であ

る.

5)ボｰキサイト鉱床

この国のボｰキサイト鉱床はカルスト石灰岩上に

残留するいわゆる地中海型鉱床に属し,それらは

ジュラ紀前期～白亜紀後期の間に形成された.主

要な鉱石鉱物はダイアスポアとへ一マイトであり,

常にシリカと鉄酸化物を伴っている.主な産地は

アプセニ山地北西部で,いくつかの鉱山が露天採

掘を行っている.現在の生産量は最盛時(1988年)

の40%以下となっている.

アプセニ山地のボｰキサイト鉱床は次の3時期に

生じた;

(1)ファルク石灰岩とアルビオアラ石灰岩との間の

ジュラ紀後期の鉱床

(2)ジュラ絹後期の石灰岩とバレミアン石灰岩との

間の自亜紀前期の鉱床

(3)古カルスト凹地申に集積した白亜紀中期の鉱

床

これらの鉱床ではダイアスポアを主とし,べ一マ

イトのほか,常に赤鉄鉱,緑泥石,カオリン,アナタ

ｰゼを伴う.その平均的化学組成は50.8%A1203,

29.4%Fe203,2.8%Ti02である.

また,南カルパチアにも局所的にべ一マイトと赤

鉄鉱から成る鉱床も知られている.

6)ウラン鉱床

ウラン鉱床はアプセニ山地鉱床区の北西部,南

カルパチア鉱床区のバナット山地西部および東カ

ルパチア鉱床区北部に貝華存し,1952年以来採掘さ

れている.最大の鉱床はパイタ･ビホｰル(Baita

Bihor)スカルン鉱床に伴われる.鉱石はピッチブ

レンドと黄銅鉱から成り,その総埋蔵鉱量(金属ウ

ラン)は20,000t以上,品位は1.13-1.26%Uとい

われるが,現在はすでに採掘を終了しているようで

ある.!996年現在,上述の3地域において,3鉱山

が小規模な探掘を行っている.

7)そのほかの鉱床

マンガン鉱床はアプセニ山地,東お歩び南カル

パチアなどにおいて.先カドミア期およびカドミア

期の変成岩中の層状～レンズ状鉱体が知られ,比

較的規模の大きいアプセニ地域のラゾアｰレ鉱床

は変火山一堆積岩層中に賦存し,厚さ12-15m,

走向延長200mである.

地質ニュｰス530号�



ルｰマニアの金属鉱物資源

一71一

重鉱物を含む新第三紀末～第四紀の堆積層は

南カルパチアの前陸盆地,黒海沿岸地域などに分

布する.重鉱物はイルメナイト,ジルコン,ルチルな

どであるが,それらの品位は概して低い.

おわり6こ

以上,ルｰマニアの鉱物資源の現状を概観し

た.この国の鉱業の歴史は古く,したがって多くの

金属鉱床は鉱量の減少と品位の低下という,厳し

い現実に直面している.さらに,これまでの開発至

上主義の負の遺産,すなわち,環境(鉱害)問題の

処理という悩みも抱えている.

とはいえ,カルパチア地域はアルプス期における

火山一深成活動が優勢であることにより,新しい鉱

床の発見の可能性もある.最近,同国の資源探

査･開発関係企業は既存鉱床のリハビリテｰション

と新鉱床の探査のために,外国企業の参入に積極

的であることから,同国の鉱業の再活性化につな

がる成果に期待したい.
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